令和２年度 訪問看護職員養成講習会 開催要項(鳥取県委託事業)
１．目的

訪問看護事業の実施に必要な基本的知識と技術を習得し、訪問看護の質を高めることを目的とする。
２．開催日程
	日　　程
	内　　容

	5月27日（水）
	開講式（午後講義有）

	5月27日（水）～２月３日（水）

	１）ｅラーニングによる基礎知識の習得（平均所要時間：25時間）

２）講義・演習　8日間

　　　　（実習オリエンテーション含む）

	10月上旬～12月下旬

	３）実習(5日間)　＊ｅラーニングを終了した者に限る

　病院(1日)

　地域包括支援センターまたは居宅介護支援事業所(1日)

　訪問看護ステーション(3日)

	2月3日（水）
	閉講式等（午前講義有）


３．実施機関：公益社団法人鳥取県看護協会

公益財団法人日本訪問看護財団（訪問看護e-ラーニング）
４．会　場

講習会場／　倉吉未来中心　鳥取県倉吉市駄経寺町212-5　TEL 0858-23-5390
　　　　　　伯耆しあわせの郷　鳥取県倉吉市小田458　TEL（0858）26-5581
※訪問看護e-ラーニングは自宅等で自己学習

実習場所／　病院(1日)・地域包括支援センターまたは居宅介護支援事業所(1日)訪問看護ステーション(3日)　（実習日数合計：5日間）
５．定　員：30名

６．教育カリキュラム・プログラム：訪問看護e-ラーニング利用型講習会（P2～P3参照）
７．受講料：無料（鳥取県看護協会会員・非会員とも）

※参考書テキスト（講義では使わない）は希望する方は個人で書店でご購入ください。
※演習に係る物品等、個人負担で準備してもらう場合がある。

※学習に必要なインターネットへの接続料金や通信料、及びダウンロード資料や「訪問看護ｅ-ラーニング」修了証書の印刷に係る費用等は各自の負担とする

※傷害保険・賠償責任保険（任意加入）の保険料は各自の負担とする
８．修了要件

　　　公益財団法人日本訪問看護財団主催「訪問看護ｅ-ラーニング」を期限内（8月末日まで）に修了する。
　　　約6ヵ月間で全課程を履修し、レポートを提出する。
　　 （※講義・演習および実習については原則欠席・遅刻・早退不可）
９．修了証書の発行

　　　全課程を履修した者には、公益社団法人鳥取県看護協会長の修了証書を交付する。

　　　　※訪問看護e-ラーニング修了証書は公益財団法人日本訪問看護財団より発行される。
10．　その他

1）実習中の事故等に備えて傷害保険・賠償責任保険に加入していること。（加入希望者へは案内可能）
2）講義資料は一人につき一部ずつのみの配布とし、複数部渡しは不可。また、当日欠席の場合、資料は渡せないので予め了承のこと。
3）受講修了後5年間、追跡アンケート調査を行う。(メールまたは郵送にて)
令和2年度訪問看護職員養成講習会　教育カリキュラム

・公益財団法人日本訪問看護財団による「訪問看護e-ラーニング」の期限内（8月末日まで）での修了

・講義・演習(8日間)の受講及び施設実習(5日間)
・レポート提出
	科目
	内容

	（ｅ-ラーニング）
	訪問看護概論
	訪問看護の役割、介護保険など保険医療福祉制度、訪問看護ステーション開設・運営の基礎、訪問看護の倫理など

	
	在宅ケアシステム論
	地域包括ケアシステム、他職種連携、ケアマネジメント、在宅移行支援など

	
	リスクマネジメント論
	医療安全、労働災害予防、感染管理、災害対応など

	
	訪問看護対象論
	訪問看護の対象（療養者、家族、地域）

	
	訪問看護展開論
	訪問看護過程、訪問看護の実際・記録など

	
	訪問看護技術論
	訪問看護展開のための知識・技術
	療養生活の支援、フィジカルアセスメント、リハビリテーション看護、服薬管理など

	
	
	医療処置別の知識・技術
	経管栄養法、中心静脈栄養法、スキンケアと褥瘡ケア、ストーマケア、腹膜透析、在宅人工呼吸療法など

	
	
	対象別の知識・技術
	急変時、がん、認知症、精神、小児、難病、エンドオブライフケア

	講義・演習
	　・訪問看護の動機づけ（訪問看護の役割・機能・特性）
　・フィジカルアセスメント

　・フットケア
　・エンド・オブ・ライフ・ケア
　・口腔衛生管理・口腔リハ
　・スキンケア

　・リハビリテーションの概念と基本的アプローチ

　・小児訪問看護

	施設実習(5日)
	病院(1日)

地域包括支援センターまたは居宅介護支援事業所(1日)

訪問看護ステーション(3日)

	その他
	レポート提出

開講式、実習オリエンテーション、反省会、閉講式


【参考】2020年度「訪問看護e-ラーニング」及び「訪問看護人材養成基礎カリュキラム」申込から修了証書発行までの流れ
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<パソコン推奨環境>
	ＯＳ
	Windows 8.1、Windows 10
※Mac環境下の動作での受講についてはOS：mac OS10.14、ブラウザ：Safari 12での動作確認をしているがパソコンによっては不具合が生じる場合がある。

	メモリ
	1 GB 以上 （32bit OS）、2 GB 以上 （64bit OS）

	モニター解像度
	1024×768pixel以上

	ブラウザ
	Internet Explorer 11（デスクトップ版）、Microsoft Edge、
Google Chrome最新版
※Microsoft Edge、Google Chromeではサービスの一部がご利用いただけない場合がある。
※mac OSにおけるSafari 12での動作は確認しているが、使用のパソコンの環境によっては不具合が生じることがある。

	プラグイン
	Adobe Reader 
※最新バージョンを推奨する。

	通信速度
	ブロードバンド環境（下り10Mbps＝10,000kbps以上を推奨）
※利用のインターネットプロバイダやNTT基地局との距離によっては正常に表示されない可能性がある。必ず体験版の動画が再生されることを確認のこと。


【その他　注意事項】

※システム上、受講決定以降はeラーニングのキャンセルに応じることができないので、予め了承のこと。

※音声デバイス（スピーカー、イヤホンなど）が接続されていないパソコンではコース上の動画・音声が再生されない場合がある。受講の際には音声デバイスを用意のこと。

※上記の推奨環境は予告なく変更される可能性がある。最新の推奨環境は日本訪問看護財団「訪問看護eラーニング」のホームページを参照のこと。

※「訪問看護eラーニング」内にはスライド部分の教材がＰＤＦファイルで設定されている。必要に応じてダウンロードして使用できる。なお、ＰＤＦファイルおよび「訪問看護eラーニング」修了証書を印刷する場合は別途プリンターが必要となる。

※iPad等のタブレットでも受講可能だが、その他タブレット、スマートフォンでの受講希望の場合は、体験版でスライド・音声・参考映像の視聴及びテストの送信が行えることを確認の上、利用すること。
令和2年度訪問看護職員養成講習会日程　　注）講義演習および実習は遅刻・早退・欠席不可　
	月日
	曜日
	時間
	会場
	科目等
	内容
	講　師

	5/27

	（水）
	11:00～12:00
	倉吉未来中心
	
	開講式（講習会概要説明・手続き）
	

	７/８
	（水）
	13:00～16:00
	倉吉未来中心
	訪問看護概論
　(講義)
	訪問看護の役割・機能・特性
	訪問看護ステーションゆりはま
　　　　　　　　　管理者
平田　すが子

	5/27（水）～8/31（月）
	自宅等
	訪問看護概論
	訪問看護の役割、介護保険など保険医療福祉制度、訪問看護ステーション開設・運営の基礎、訪問看護の倫理など
	　　　公益財団法人日本訪問看護財団主催
　　　「訪問看護eラーニング」
　　　　パソコンによる自己学習

	
	
	在宅ｹｱｼｽﾃﾑ論
	地域包括ケアシステム、他職種連携、ケアマネジメント、在宅移行支援など
	

	
	
	ﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ論
	医療安全、労働災害予防、感染管理、災害対応など
	

	
	
	訪問看護対象論
	訪問看護の対象（療養者、家族、地域）
	

	
	
	訪問看護展開論
	訪問看護過程、訪問看護の実際・記録など
	

	
	
	訪問看護技術論
	訪問看護展開のための知識・技術
	療養生活の支援、フィジカルアセスメント、リハビリテーション看護、服薬管理など
	

	
	
	
	医療処置別の知識・技術
	経管栄養法、中心静脈栄養法、スキンケアと褥瘡ケア、ストーマケア、腹膜透析、在宅人工呼吸療法など
	

	
	
	
	対象別の知識・技術
	急変時、がん、認知症、精神、小児、難病、エンドオブライフケア
	

	7/16
	（木）
	10:00～16：00
	倉吉未来中心
	訪問看護技術論
	スキンケア
	すまいる訪問看護リハビリテーション
所長　皮膚・排泄ケア認定看護師　坪倉　真由

	7/23
	（木）
祝日
	10:00～16:00
	倉吉未来中心
	
	リハビリテーションの概念と
基本的アプローチ
	さとに訪問リハビリテーション
　管理者　理学療法士　　　　米井　亮二

	8/4
	（火）
	10:00～16：00
	伯耆しあわせの郷
	
	フィジカルアセスメント
	鳥取大学医学部附属病院
　心臓リハビリ専従看護師　石賀　奈津子

	8/19
	（水）
	10:00～12:30
	倉吉未来中心
	
	エンド・オブ・ライフ・ケア
	鳥取市立病院
　　緩和ケア認定看護師
山根　綾香

	
	
	13:30～16:30
	
	
	
	益田市医師会訪問看護ステーション
訪問看護認定看護師　　　　　　齋藤　貴美子

	9/3
	（木）
	9:30～12:30

	伯耆しあわせの郷
	
	口腔衛生管理
	みなみ歯科　
　　歯科衛生士
山根　暢子


	
	
	13:30～15：30
	
	
	
	ことばの発達支援センターにしまち幸朋苑
　センター長　言語聴覚士　　　森田　愛

	
	
	15:40～16:30
	
	
	実習オリエンテーション
	

	9/15
	（火）
	10：00～16:00
	伯耆しあわせの郷
	
	フットケア
	三朝温泉病院
　糖尿病ケア認定看護師　　　　森　倫子

	2/3
	（水）
	10:00～12:30
	倉吉未来中心
	
	小児訪問看護
	公益社団法人　鳥取県看護協会
ナーシングデイ　こすもす
　　所長　　　　　　　　　　　坂本　万理

	10月～12月

	各実習施設
	実習
	病院（1日間）
	

	
	
	
	地域包括支援センターまたは
居宅介護支援事業所（1日間）
	

	
	
	
	訪問看護ステーション（3日間）
	

	2/3
	（水）
	13:30～15:30
	倉吉未来中心
	
	反省会／閉講式
	


留意事項

１．履修について
１）講義について

＊訪問看護職員養成講習会教育カリキュラムの全課程を履修する。

＊やむを得ず遅刻・欠席する場合は、必ず講習会事務局（鳥取県訪問看護支援センター）へ連絡のこと。
鳥取県訪問看護支援センター：0857-24-1533
鳥取県訪問看護支援センター携帯：080-1922-3402（外部研修の場合はこちらへ連絡をすること）
※ただし、遅刻・欠席・早退の場合は事情に関わらず修了証発行不可。
＊講習受講に必要な準備物品・事前課題等がある場合は、事前にメールで連絡するので、毎日メールチェックをすること。
＊訪問看護e-ラーニングの受講は8月31日（月）までに修了し、各自がコース内の手順に従って修了証書の発行印刷を行い、9月4日（金）までに必ず講習会事務局(鳥取県訪問看護支援センター)へ提出のこと。
※7月17日（金）までに80％の履修を終了しておくこと。(集合研修日毎に進捗状況を確認。)
＊鳥取県看護協会と日本訪問看護財団の役割分担について
	
	受講前
	講　習
	終了後

	鳥取県
看護協会
(鳥取県訪問看護支援センター)
	*募集

*受講決定
	*開講式

*ｅラーニング受講料(個人負担無し)納付

*講義・演習等の運営
*受講生管理
	・訪問看護人材養成基礎
カリキュラム修了証発行
・閉講式

	日本
訪問看護財団
	*ユーザーＩＤ・
パスワードの発行
	*eラーニングのデータ配信

*eラーニング質問・問い合わせ対応

*eラーニング受講者管理
	ｅラーニング修了証書発行


＊ｅ-ラーニング のデータ配信に関する問合せ先

　公益財団法人日本訪問看護財団ホームページ　⇒　訪問看護ｅラーニング

⇒　【訪問看護ｅラーニングお問合せ　ヘルプデスク】　（画面左下）
TEL 03-5860-5322　　（画面よりメールでも受付）

※ｅラーニングに関することはすべてこちらへ問合せのこと
※その他、不明な点、困ったこと等あれば講習会事務局（鳥取県訪問看護支援センター）まで連絡のこと。
２）実習について　　　　実習要項（P7～）参照
２．レポートについて

＊ねらい…講習を終えて自分の課題を見つけ、課題達成のための具体的な方法を構築する。
＊作成様式
＊記入方法…パソコン（Word）で作成する。

文字の大きさ10.5ポイント、Ａ-4縦使用、余白「標準」、横書き1枚（800字以上）
＊提出方法…全課程終了後、必ず全員が提出する。（レポート提出を修了要件とする。）

講習会事務局(鳥取県訪問看護支援センター）に持参、メール、または郵送する。
１月１５日（金)17:00必着のこと。
３．受講の心得

＊原則、遅刻・欠席・早退は事情に関わらず不可。（修了証発行不可）
＊やむを得ず遅刻・欠席する場合は、必ず講習会事務局（鳥取県訪問看護支援センター）へ連絡をすること。
鳥取県訪問看護支援センター：0857-24-1533
鳥取県訪問看護支援センター携帯：080-1922-3402（研修当日の場合はこちらへ連絡をすること）
（実習の場合は、実習施設にも必ず連絡のこと）ただし、遅刻・欠席・早退の場合は事情に関わらず修了証の発行は不可。
＊講義開始５分前には着席をすること。

＊受講中は名札を必ず着用すること。

＊質問等を積極的に行い充実した講習会とする。
＊いねむり、私語その他、講師や他の受講生に迷惑と判断した場合、受講をお断りすることがある。

＊実習においては、身体に負担がかかる事があるので、腰痛のある方、妊娠中の方等、自己管理に努めること。また、犬・猫等動物アレルギーがある場合は施設実習事前調査票へ記入し、事務局へ伝えておくこと。（体調によっての遅刻・欠席・早退についても原則的に考慮は無しとする）
＊実習中知り得た個人情報は実習終了後も守秘義務を厳守すること。

＊受講中の災害の場合は、研修中の各施設の指示に従って行動すること。その場合の研修の扱いについては、状況により鳥取県訪問看護支援センターと鳥取県看護協会会長で協議し、判断を委ねる。

＊講義・実習についての連絡やその他の事務連絡はメールで送るので、一日に一度は必ず登録メールを確認すること。迷惑メール対策を設定している場合、『@tottori-kangokyokai.or.jp』のドメインを受信できるように設定しておくこと。
実習要項

１．目的　訪問看護が具体的、総合的に展開できるように各実習施設での実習を通して体験学習をする。
２．目標　１）各関係機関が独自の役割をもちながら関連性をもって機能していることを理解する。
　　　　　２）個々の対象への援助の実際を体験する。
３．施設別実習目標・内容
	施設
	目標
	内容
	日数

	病院
	1.医療にかかわる一員として、看護師の役割と
　責任を認識し、チームメンバー（医師、MSW、
　リハビリテーション職員、介護福祉士、生活
　指導員）間及び地域看護職間の情報の共有化や
　連携方法を理解する。
2.医療依存度の高い患者の看護を学ぶ。
3.病院で行われる看護技術、退院時の指導方法を
　学ぶ。
	1.地域連携室の役割　
2.退院調整　
3.退院指導
排泄ケア

スキンケア

服薬管理

感染管理　　等
4.各分野認定看護師との連携方法

5.継続看護の方法
	１

	地域包括支援センターまたは
居宅介護支援事業所
	1.地域包括支援センターまたは居宅介護支援事業所の役割と業務について
　理解する。
2.他職種との連携、ケアチームの中での看護職員
　の役割と業務を理解する。
	1.在宅介護等の総合的相談

2.高齢者の訪問（心身の状況・家族との状況
　把握、介護ニーズの把握）
3.各種保健福祉サービスの存在や利用方法、
　利用申請手続きの代行など

4.介護予防サービス・支援計画の作成

5.夜間や緊急時の対応

6.介護保険対象者以外の者に対する支援

7.インフォーマルサービス（ボランティア）
　の育成、支援、活用
8.他職種との連携とチームケア
	１

	  訪問看護
  ステーション
	1.訪問看護ステーションの概要と機能を知り、
　地域における役割を理解する。

2.家庭訪問に同行し、在宅療養者への援助を見学し、
　援助の意味や訪問看護師の役割を理解する。
	1.訪問の実際

2.主治医との協働と連携

3.他施設及び他職種間との連携

4.介護保険・医療保険制度における訪問看護
	3


４．実習施設
※各自で記入するなどして、日にち等を間違えないようにすること
	施設
	実習施設
	実習日
	集合時間
	備考

	病院
	
	
	
	

	地域包括支援センターまたは
居宅介護支援事業所　　　
	
	
	
	

	訪問看護ステーション
	<1日目>
	
	
	

	
	<2日目>
	
	
	

	
	<3日目>
	
	
	


５．実習方法
1）実習の流れ・主な日程
	5月27日（水）

	開講式
＊施設実習事前調査票 等の配布

＊実習概要説明　など

	7月16日（木）
　　　
	＊施設実習事前調査票　支援センターへ提出締切り

	9月3日（木）

	実習オリエンテーション　（必ず全員参加・この要項を持参のこと）

＊実習に関する書類配布（実習について・実習時の服装について、誓約書3ヶ所分・実習記録用紙(3ヶ所分)・各実習施設詳細連絡表(間に合わない場合は後日個別に連絡)）
＊実習に関する連絡事項
8/19（水）＊実習日・実習先一覧の貼り出し（一覧の貼り出しはこの時のみとする。各自実習先を確認の上、必要あれば他の受講生と連絡を取り合っておくこと。）

	９月３日（木）

	＊誓約書提出

	8月上旬～9月上旬
	＊8月末日まででｅラーニングを修了、修了書印刷
→支援センターへ提出（P.5参照）

	10月上旬～12月下旬
	実習（計5日間）
＊実習記録用紙は各実習の終了時毎に記入の上、実習施設へ提出する
＊実習を３ヶ所（5日間）すべて終了したら、速やかにレポートを支援センターへ提出する（P.6参照）

	2月3日（水）

	閉講式・反省会

＊実習記録用紙原本を各自へ返還


2）実習に伴う手続き

①７月１６日（木）までに、各施設実習事前調査票を講習会事務局（訪問看護支援センター）に提出すること。
②9月3日（木）の実習オリエンテーションへは、必ず参加のこと。（この要項を持参）

③オリエンテーション時に配付する「誓約書」に署名・捺印の上、９月３日（木）に必ず講習会事務局まで提出のこと。
④実習施設についての詳細は実習オリエンテーション時に受講生に個別に配付する。(オリエンテーション時に間に合わない場合は後日個別に連絡する。)
⑤実習施設の担当者へ事前に受講生の施設実習事前調査票、職歴等を送付するので、あらかじめ了承のこと。
⑥8月末日まででｅラーニングを修了し、各自で修了書を印刷の上、9月4日（金）までに必ず講習会事務局へ提出のこと
3）実習時間・服装等について

実習は1日単位とする。集合時間・終了時間・持ち物・服装等、各実習施設により異なるので個別に配布する「実習に関する連絡表」を各自よく確認し、間違えないようにすること。

※実習中は運動靴が望ましい（スリッパ・サンダルは履かない）。

※実習時の服装は、実習施設の指示に従うこと。襟付ポロシャツ、ジャージ、チノパンなどが望ましい。（オリエンテーション時配布する別紙を参照：Ｔシャツ・ジーンズは不可。ジャージは可の施設と不可の
　施設があるので注意する。）
4）実習施設選定について
施設の実習受け入れ状況等により、自宅や職場の圏域（東部・中部・西部）をまたがる場合があるので、あらかじめ了承のこと。なお、原則として身体的事情以外の事情は考慮しないものとする。
5）実習記録用紙について

９月３日（木）の実習オリエンテーション時に配付する。
※実習時間内に記入し、その日の実習終了時毎に実習先の実習担当者に提出する。

※記入方法等について不明な点等あれば、実習オリエンテーション時など実習が始まる前に講習会事務局へ確認しておくこと。

6）実習の遅刻・欠席・早退について

やむを得ず実習を遅刻・欠席する場合は、「実習先担当者」及び「鳥取県訪問看護支援センター事務局（0857-24-1533）（※不在時は鳥取県訪問看護支援センター携帯：080-1922-3402へ連絡をすること）へ集合時間１０分前までに必ず連絡すること。
ただし、遅刻・欠席・早退の場合は原則的に事情に関わらず修了証の発行不可。
7）災害について

実習中の災害の場合は、実習中の各施設の指示に従って行動すること。その場合の研修の扱いについては、

状況により鳥取県訪問看護支援センターと鳥取県看護協会会長で協議し、判断を委ねる。

６．実習の心得

*原則、遅刻・欠席・早退は不可。（修了証発行不可）

*原則として、事務局からは決定通知や連絡表等の必要事項以外に個別に実習についての連絡はしないので、各自でしっかり詳細を確認し、実習日・集合時間等を間違えないようにすること。
*実習中は名札を着用すること。（実習施設より名札を着用しない等の指示があればそれに従うこと。）
*質問等を積極的に行い充実した実習とする。

*実習を受け入れてくださっていることに感謝し、謙虚な姿勢で真摯に実習に臨むこと。

*いねむり、私語その他、実習施設や他の受講生に迷惑と判断した場合、実習をお断りすることがある。

*実習においては、身体に負担がかかる事があるので、腰痛のある方、妊娠中の方等、自己管理に努めること。また、犬・猫等動物アレルギーがある場合は施設実習事前調査票へ記入し、事務局へ伝えておくこと。（体調によっての遅刻・欠席・早退についても原則的に考慮は無しとする）

*実習中知り得た個人情報は実習終了後も守秘義務を厳守すること。

*実習中の災害の場合は、研修中の各施設の指示に従って行動すること。その場合の研修の扱いについては、状況により鳥取県訪問看護支援センターと鳥取県看護協会会長で協議し、判断を委ねる。

*実習についての連絡やその他の事務連絡はメールで送るので、一日に一度は必ず登録メールを確認すること。

訪問看護職員養成講習会実習の実施に関する覚書
　　　　　　　　　　（以下「甲」という。）と公益社団法人鳥取県看護協会（以下「乙」という。）は、訪問看護職員養成講習会実習の実施について次のとおり覚書を締結する。
１．訪問看護職員養成講習会実習の条件等
　　（１）訪問看護職員養成講習会実習の内容、日時等は以下のとおりとする。
	実習場所
	

	日　　時
	

	実習者名
	

	研修内容
	

	実習謝金
	


　　
（２）万が一、誓約書に違反する行為があった場合は、直ちに実習を終了する。
（３）実習施設への往復及び実習中に生じた事故、災害については、甲の責に帰さない。ただし、甲の故意又は過失による事故、災害についてはこの限りではない。
２．協議
　この覚書に定めがない事項、またはこの覚書に疑義が生じた事項については、その都度、甲乙協議のうえ決定する。
　この覚書の締結を証するため、本書２通を作成し、甲と乙とが両者記名押印のうえ、各自その１通を保有するものとする。
　令和　　年　　月　　日
　　　　　　　　　　　　　　　甲　
　　　　　　　　　　　　　　　乙　鳥取市江津318－1

　　　　　　　　　　　　　　　　　公益社団法人鳥取県看護協会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　会　長　　○○　○○○
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
令和　　年　　月　　日
誓　　　約　　　書
　様
　　　　　　　　　　　　　　　　　
訪問看護職員養成講習会実習生
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印
今般、私が訪問看護職員養成講習会実習に参加するにあたっては、下記の事項を厳守することを誓います。
記
１．訪問看護職員養成講習会実習期間中は、公益社団法人鳥取県看護協会の指導及び実習施設の指示に従う。
２．訪問看護職員養成講習会実習に参加する際は、次の事項を厳守する。
　　（１）実習施設の不名誉となるような言動は行わない。
　　（２）実習施設の職務の信用を傷つけるような言動を行わない。
　　（３）参加中に知り得た秘密は、参加中はもとより、終了後においても一切漏洩しない。
３．故意または過失により、実習施設に対し損害を及ぼしたときは直ちに弁償する。
研修会場案内図
１．倉吉未来中心（〒682-0816　鳥取県倉吉市駄経寺町212-5　TEL:0858-23-5390）

	開催日
	研修名

	７/８（水）
	訪問看護概論

	7/16（木）
	スキンケア

	7/23（木）祝
	リハビリテーションの概念と基本的アプローチ

	８/１９（水）
	エンド・オブ・ライフ・ケア

	２/３（水）
	小児訪問看護（午前中）
反省会・閉講式（午後）


２．伯耆しあわせの郷（〒682-0244　倉吉市小田458　TEL：
	8/4（火）
	フィジカルアセスメント

	9/3（木）
	口腔衛生管理

	
	実習オリエンテーション

	9/15（火）
	フットケア


0858-26-5581）
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	公益社団法人鳥取県看護協会　鳥取県訪問看護支援センター

　　　　　住所：〒680-0901　鳥取市江津318-1

　　　　　TEL・FAX：0857-24-1533

　　　　　Email：sodan@tottori-kangokyokai.or.jp

　　　　　URL：http://shien.tottori-kangokyokai.or.jp/


第○○○○号

研 修 修 了 証
○○　○○　様
「令和2年度 訪問看護人材養成基礎カリキュラム」の研修を修了したことを証します
　研修期間：自　2020年○月○日
　　　　　　至　2020年○月○日
  2020年○月○日
　　　公益社団法人 鳥取県看護協会
　　　　会　長　　内田　眞澄
　【申込窓口】　　　　　【講義等】　　 　【ｅﾗｰﾆﾝｸﾞ修了証書発行】　　　【実習】　【訪問看護人材養成基礎カリキュラム


修了証書発行】





＊1：e-ﾗｰﾆﾝｸﾞ修了証書は


日本訪問看護財団が発行する





都道府県


看護協会





e-ラーニング


修了証書（＊１）





 e-ラーニング


　　　＋


 講義・演習








実　習





訪問看護人材養成基礎カリキュラム修了証書


都道府県看護協会





令和　　年　　月　　日


テーマ　「質の高い訪問看護を提供するための自分の課題、そして今後自分が出来ること」


所属　　　　　　　　氏名　　　　　　　　


…1行あけて…


…本文…
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